
先催県における式典会場等の選定条件（H24～H25）

県名 会場 会場選定条件　　

山口県
（H24）

山口きらら博記念
公園

・全国植樹祭の開催趣旨を効果的に表現・アピールできること
・開催により、会場エリアの緑化や将来的な活用の契機となること
・既存用地を活用し、開催規模に合った式典会場、植樹会場などを一体的に確保できること
・既存施設を活用した、駐車場、荒天会場等を確保できること
・交通アクセス、宿泊施設等、開催に適した立地条件を備えていること

鳥取県
（H25）

とっとり花回廊

地元から要望のあった４箇所及び県で用意した候補地２箇所の計６箇所から以下の地理的
経費的な基準から絞り込む
・平坦な広場(1ha以上)の確保
・会場改修の必要性の程度
・関係車両の会場内駐車に必要な駐車場の確保
・前日レセプション会場(皇室お泊所)から式典会場等へのアクセス(60分以内)
・県外参加者の宿泊地から式典会場へのアクセス90分以内
・植樹会場の確保(公有地で式典会場から60分以内、3ha程度の敷地確保、ﾊﾞｽ駐車場が確
保できること等)
・荒天会場の確保（1,000人規模の収容可能な屋内会場を式典会場から60分以内で確保）
・緊急事態発生時に使用可能なアクセス道が確保できること

○各県とも公有地を前提



県名 会場 会場選定条件

新潟県
（H26）

ハイブ長岡
（屋内施設）

川口きずな館
（お手植え会場）

・中越大震災発生から10年目の節目として、新潟の復興を全国に発信するにふさわしい地
域であること
・既存施設の有効活用と経費縮減に加え、天候に左右されない等の観点から、既存の屋内
施設を活用すること
・大会規模がまかなえる屋内施設で、必要な駐車スペースが確保できること、交通の利便性
に優れること
・お手植え会場は、中越大震災のメモリアル拠点施設としてシンボル的な場所であり、、交
通の利便性に優れていること
・植樹会場は、中越大震災4市町各々から、平坦な広場でバス駐車場が確保できる場所を
選定すること

石川県
（H27）

木場潟後援
（式典会場）

こまつドーム
（荒天会場）

・土地利用に制約がないこと（原則県有地）
・式典規模にふさわしい広場面積の確保（10,000人規模想定、1.6ha以上）
・駐車場（バス乗降所含）の確保（8,000m²以上）
・大幅な施設改修の必要がないこと
・お泊所から40分以内、県外参加者の宿泊地から60分以内のアクセス
・荒天会場の確保（1,000人規模収容可能な屋内施設を近隣30分以内で確保）
・植樹会場の確保（公有地または保安林で比較的平坦な場所を式典会場または近隣で確
保）
・緊急時の対応及びセキュリティの容易性
・開催理念にふさわしい魅力、情報発信力であること

◎各県実行委員会作成の資料等をもとに作成

先催県における式典会場等の選定条件（H26～H27予定）



主な式典等の選定基準に基づく先催県比較

開催県 H24山口県 H25鳥取県 H26新潟県 H27石川県

会場地
山口きらら博記念公園

（都市公園）
とっとり花回廊
（山間）

ハイブ長岡
（屋内施設）

木場潟公園
（都市公園）

式典参加者数 12,600人 7,000人 3,500人（予定） 10,000人（予定）

2
植樹会場

（式典会場からの距離）
式典会場隣接
面積：4.0ha

（分散）
・式典会場隣接
・奥大山鏡ヶ原高原
（20km、車40分）
面積：3.8ha

（分散）
中越大震災被災４市の
各広場（各会場車40分以

内）
面積：1.2ha

植樹会場隣接
面積：4.0ha

3 土地の所有形態 県 県 県 県

4 会場面積 2.8ha 1.4ha
0.4ha

最大4,000席
1.7ha

5
駐車場の確保
（車両計画台数）

普通車：2,270台
大型等：734台
面積：4.5ha

大型：285台
面積：2.0ha

既存駐車場
普通車1,100台

普通車：547台
面積：0.8ha

6 交流広場面積 2.0ha 1.6ha 1.3ha 1.5ha

7 主な施設整備内容 植樹会場の造成整備 進入路、広場拡張整備
特になし

（既存施設を活用）
植樹会場の整備

8
お泊所から式典会場まで

の距離
17.7km、車36分 13.5km、車36分 非公表 非公表

9
荒天会場
（想定）

多目的ドーム
3,000人想定
（式典会場隣接）

米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ
1,000人想定
（14km、車35分）

なし
（屋内施設のため）

こまつドーム
2,700人想定

（5.0km、車18分）

※
備考

（分散会場他）


